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 Detection of Clostridium perfringens 
in Sea Mud of Ariake Sea -I 
A New Method for Detection of Clostridium perfringens 
in Sea-Mud Specimens
Tadataka TANIGUTI
 A new medium (KNP medium) was prepared to detect Clostridium perfringens 
in sea-mud specimens, and a new method for detection of the organisms was established 
using the new medium. KNP medium was prepared by modifying LAS medium as descr-
ibed below. i) Kanamycin was added in addition to neomycin and polymyxin which were 
already in LAS medium. The pH (7.0 to 7.1) was altered to 6.0, and iii) 0.2g of dried 
ground meat was added to 10m1 of the medium in order to elongate the viable period 
of the cultures. The method for preparation of KNP medium is described in the foot-
note of Fig. 2. The method for detection of C. perfringens in sea-mud specimens us-
ing KNP medium is shown in Fig. 2. The average detection rate of C. perfringens 
in the KNP- positive cultures was 68%. Of the isolates which were positive in both 
KNP enrichment and egg yolk CW agar isolate cultures, 92% was C. perfringens. KNP
medium was applicable to unheated specimens, but not to heated (100℃,15min,) spe-
cimens.
ウェル シュ菌の選択培地 と しては,生 鮮魚介類 から
の本菌の検 出に使用 されたLAS培 地(1)の外 に,食 品
あるいは糞便試料 を対象 とした培地 として カナマ イシ
ン加 ・卵黄CW寒 天培地(2),SPS寒 天 培地(3),TS
N寒 天 培地(4),SFP寒 天 培地(5)およびTSC寒 天培
地(6)などが挙 げられる。 しか し,海 泥試料を対象 とし
た本菌の選択培養法 を見 ない。
著者は沿岸海泥 からウェルシュ菌の検 出を試みたが,
適 切な選択培地 を使用 しないときは本菌の検 出率 が著
しく低下す ることを認 めた。 したがって,比 較的多量
の接種 が可能なLAS培 地 に若干 の改変 を加 えて新培
地 を作成 し,海 泥試料か らの本菌の検出法を設定 した。
さらに,本 法を有明海の海泥 における本菌の検出に適
用 し,ほ ぼ満足 で きる結果を得た。
実 験 方 法
1.海 泥試料
有明海湾奥部の7地 点(Fig.1)か ら,1971年9月,
1972年6,8お よび9月 に採取 した海泥 をウェル シュ
菌検出用の試料 と した。採泥 はス ミスマ ッキンタイヤ
ー式採泥器で採泥後
,表 面 から0～5cm層 の海泥 を滅
菌容器 に採取 し,直 ちに氷蔵 して4日 以 内に供試 した。


























































































































































































































































































































































































































































































































Table 3. Detection rate of Clostridium perfringens in KNP positive- and LAS positive cultures from 
         sea mud specimens using the serial dilution method.
                                  Detection rate (%) 
   Media               Dilution* 
                                                                                               r10° 10' 10-2  10'age of                                   Ave
109-10' 
KNP 
   Exp. 1 67 (14/21) 90 (19/21) 36  (5  /14) 100  (7  /  7) 71 (45/63) 
   Exp. 2 86  (18/21) 43  (9 /21) 37  (7 /19) 100  (2 /  2) 57 (36/63) 
   Exp. 3 89  (8  /  9) 78  (7  /9) 88  (7/8) 100  (1  /1) 85 (23/27) 
    Average 
    of 78 (40/51) 69 (35/51) 46 (19/41) 100 (10/10)  68  (104/153) 
   Exp.  1  —  3 
 LAS 
   Exp. A 0  (0/21) 0  (0  /20) 100  (9  /  9) 100  (5  /  5)  25  (14/55)
 *•••Three tubes of KNP- or LAS medium were inoculated with each dilution of specimens. 
  From the further dilutions (10-3)), KNP positive- or LAS positive cultures were not 
detected. 
  Sea mud specimens: Experiment 1, 2 and -A - - - station a — g, Exp. 3 - - - station c and e.
はウェルシュ菌の選択 が良 く,接 種量 が100,10-lg
と多い場合でもKNP陽 性培養か ら本菌 が検出され,
検出率はそれぞれ平均78お よび69%で あった。従って,
KNP培 地は無加熱海泥試料 に対 してはウェルシュ菌
の増菌 ・検出培地 として十分 に適 用で きると思われる。
なお,KNP増 菌培養および卵黄加CW寒 天分離i培養
がともに陽性の分離菌株 は92%(58/63)が ウェルシ
ュ菌 に該 当 した。
2)加 熱試料の場合
赤真 ら(2)はカナマイシン加CW寒 天 培地 につ いて,
カナマイシンの添加が加熱処理 されたウェルシュ菌の
検出に阻害 的に働 くとしてい る。KNP培 地 にもカナ
マイシンが添加 されており,KNP培 地 は加熱処理,
(100℃,15分)海 泥試料 からのウェルシュ菌の検出
には不適で あった。ネオマ イシンおよびポリミキシン
Bの 添加 は加熱処理 されたウェル シュ菌の検出には殆
んど影響 しなかっ たが,他 方,加 熱処理海泥試料 から
の本菌の検出率 を抗生物質無添加 よりも高 くす る傾向
も認め られなかった。従 って,加 熱試料 か らのウェル




を作成 し,検 出法を設定 した。
1)魚 介類 および食品か らの ウェルシュ菌の検出に
使用 され るLAS培 地 に対 し,"i)添 加抗生物質 と
してLAS培 地 中に含 まれるネオマ イシン,ポ リミキ
シ ンBの 外 に更 にカナ マ イシンを加 える。ii)培 地
pH7.0～7.1を6.0に す る。iii)増 菌培養後 の菌株
の保存性 を高めるため に肉カス0.2g/10mlを 添加す
る"。の3点 を改変 し,新 培地(KNP培 地)と した。
2)KNP培 地 に海泥試料 を接種 し,45℃ で選択的
に増菌培養後,卵 黄加CW寒 天平板培地37℃ で分離培
養す る方法 によって海泥試料 からのウ ェルシュ菌の検
出が容 易となった。KNP陽 性培養か らのウェル シュ
菌の検出率 は平均68%で あった。
3)KNP培 地は無加熱海泥試料か らのウェルシュ
菌の増菌に適 したが,加 熱処理試料 に対 しては不適 で
あっ た。
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